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　喜界町夏まつりの花火大会は小規模ではあるが、
すぐそばから打ち上げられるため、花火の衝撃を体
の芯で感じ、他所にない魅力。
　その代わり、夜空を高く見上げ続けるため、終わっ
た後には首の痛みに気づくのだ。

（フェリー付き場から隈崎悦男さん撮影）

爆
音
が
頬ほ

お

に
ぶ
つ
か
る
島
花
火
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夏神事で祭りの無事を祈願

２年に一度の全国郷友会総会も開催

玉利健太朗くん（湾小６年）の選手宣誓

各企業から懸賞も
一般個人戦優勝は鹿児島往復航空券！

もう離さないぞ！

巴投げ？を決めた柳選手
腰を落としての押し出しが決まった

飛び入り参加した野間ファミリーの
風雲児・弘也　あれよあれよと個人
戦優勝で航空券ゲット！
「オヤジ（野間力さん、往年の名力士）
の名を汚さずにすんだ」

小４の部決勝は双子対決！米田健人
くんと康人くん　勝ったのはメダル
の色で・・・

大人に混じって参戦、藤原龍太郎く
ん（左、早中１年） 中学郡体優勝者
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第
29
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
は
７
月
31
日
と
８

月
１
日
、
町
内
各
所
で
開
催
さ
れ
た
。
31
日
は

相
撲
大
会
や
商
工
会
青
年
部
の
歩
行
者
天
国
。

翌
１
日
は
ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
や
大
綱
引
き
大
会
、

55
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
の
夏
祭
り
の
華
フ
ネ
ィ
ン

カ
ー
競
漕
が
あ
っ
た
。
同
日
夜
に
は
演
芸
シ
ョ
ー

で
盛
り
上
が
り
、
約
１
５
０
０
発
の
大
花
火
大
会

で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

第29回喜界町夏まつり盛大に開催
老いも若きも相撲やフネィンカー競漕に汗と歓声

真夏には珍しく曇天続きから一転、「喜界で一番暑い夏」

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
２
年
連
続
自
衛
隊
１
位
２
位
独
占

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
花
火
大
会
に
は
大
き
な
歓
声
あ
が
る

７月31日
相撲大会
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大綱引きは今年も湾方が勝利

商工会青年部のお楽しみ抽選会

沿道から水を浴びてミコシが練り歩く

カイを挙げて、ヨーイ・トン！ 笑いを誘った選手宣誓

浜田正已さんの名調子で漁船パレード

ブイでのマクリが勝負の分かれ目　手前は
固定舵の部２連覇の JawsⅢ（自衛隊）

あっ！あぶない！！
女子の部優勝は昭和50年生チーム

フォームも美しかった
２連覇の自衛隊A 一艇身差の決着となった手舵の部決勝、制したのは自衛隊A（黄色艇）

エイサーの路上パフォーマンス

８月１日　ミコシパレード・
大綱引き・歩行者天国



祭

今年の八月踊りは湾集落
多彩な音を響かせた喜界島太鼓

婦人会の踊りで幕を開けた

喜界島うるまエイサー「ハイサイおじさん」

弾き語りを披露した長島稔さん

安田御大も健在！奄美芸能島唄研究会

平均年齢 67歳の大阪ママン

寿扇流舞踊会「男の出船」

フラガールたちのトロピカルな踊り

吾妻流藤豊会「おけさ恋唄」

一条流「燎原の狼」
川畑さおりさんと安田博樹さんの

「今ぬ風雲節」熱狂的な声援を受ける富田勝己さん

総合司会は富田さん（左）と金井さん

4

演芸の部
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見舞金を受け取る宝組合長（左２人目）

待ちに待った舞台を控える若牛たち

活気と笑顔が戻ったセリ市場

今回最高値の『照夫』号

シマの話題 その１ Topics in KIKAIJIMA

　

町
は
７
月
７
日
、
口
蹄
疫
の
影
響

で
子
牛
セ
リ
市
が
３
ヵ
月
延
期
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
飼
養
コ
ス
ト
増
大

に
悩
む
49
戸
の
畜
産
農
家
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
た
。

　

見
舞
金
は
、
出
荷
で
き
ず
に
畜
舎

に
残
っ
た
子
牛
の
飼
料
代
な
ど
の
助

成
目
的
で
６
月
議
会
に
追
加
補
正
さ

れ
、
口
蹄
疫
対
策
支
援
事
業
と
し
て

３
６
６
万
円
、
一
頭
あ
た
り
２
万
円

が
支
給
さ
れ
た
。

　

農
家
を
代
表
す
る
町
和
牛
改
良

組
合
の
役
員
ら
に
見
舞
金
を
手
渡
し

た
加
藤
啓
雄
町
長
は
「
み
な
さ
ん
の

不
安
な
心
中
を
察
し
ま
す
。
わ
ず
か

だ
が
経
営
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
た
。

　

宝
利
一
郎
組
合
長
は
「
農
家
の
状

況
は
苦
し
く
、
見
舞
金
は
大
変
助
か

る
。
町
当
局
や
議
会
の
理
解
と
協
力

に
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
、
出
荷
で

き
ず
に
残
る
子
牛
で
手
狭
に
な
っ
た

畜
舎
の
現
状
を
訴
え
な
が
ら
「
繁
殖

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
。
子
牛

は
ス
ト
レ
ス
で
成
長
阻
害
が
懸
念
さ

れ
る
」
な
ど
の
悪
影
響
に
不
安
を
隠

さ
な
か
っ
た
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
い
中
、

セ
リ
市
の
主
催
者
で
あ
る
J
A
グ

ル
ー
プ
鹿
児
島
は
７
月
12
日
、
延
期

が
続
い
た
セ
リ
市
に
つ
い
て
、「
口

蹄
疫
再
発
生
の
際
は
再
延
期
」
の
条

件
付
き
な
が
ら
、
５
月
開
催
分
を
７

月
26
日
に
開
催
す
る
と
発
表
。
農
家

ら
は
、
待
ち
こ
が
れ
た
朗
報
に
喜
ん

で
い
た
。

　

　

奇
数
月
に
開

催
さ
れ
る
子
牛

セ
リ
市
は
５
月

以
降
、
口
蹄
疫

の
影
響
で
延
期

さ
れ
て
い
た
が
、

３
月
の
開
催
か

ら
４
ヵ
月
ぶ
り

と
な
る
７
月
26

日
、
喜
界
家
畜

市
場
で
再
開
さ

れ
た
。

　

今
回
は
、
５

月
セ
リ
に
出

荷
予
定
だ
っ

た
１
８
０
頭
の

う
ち
、
１
７
９

頭
（
メ
ス
79
頭
、

去
勢
１
０
０

頭
）
が
売
却
さ

れ
、
最
高
価
格

は
、
三
田
美
孝

行
さ
ん
の
『
照

夫
』（
去
勢
）
で

45
万
５
０
０
０
円
だ
っ
た
。

　

平
均
価
格
は
、
メ
ス
は

23
万
９
７
９
７
円
（
３
月
比

３
万
１
６
３
２
円
安
）、
去

勢
は
31
万
７
８
１
０
円
（
同

１
万
１
４
４
９
円
安
）
と
口
蹄
疫
の

影
響
で
全
体
的
に
低
調
。
長
く
飼
養

さ
れ
、
平
均
体
重
も
前
回
の
２
４
３

㎏
か
ら
３
０
８
㎏
と
増
え
て
い
る

分
、
キ
ロ
当
た
り
の
単
価
は
さ
ら
に

下
が
っ
た
。

　

セ
リ
開
始
の
前
に
加
藤
啓
雄
町
長

は
「
未
曾
有
の
災
難
を
乗
り
越
え
た

農
家
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
、
セ

リ
市
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
お
喜
び

申
し
上
げ
る
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の

頑
張
り
で
本
町
の
経
済
を
支
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
購
買
者
の
皆

さ
ん
も
同
様
に
大
変
な
状
況
の
中
、

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
た

い
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
回
、
６
頭
出
荷
の
峰
山
奥
恵

喜
さ
ん
は
「
セ
リ
値
は
満
足
で
き

る
数
字
で
は
な
く

残
念
だ
が
、
無
事

に
再
開
さ
れ
安
心

し
た
。
今
回
の
こ

と
で
『
ど
ん
な
逆

境
に
あ
っ
て
も
良

い
牛
を
つ
く
る
だ

け
』
だ
と
再
認
識

し
た
」
と
下
を
向

く
こ
と
な
く
前
を

向
い
た
。

　

な
お
、
７
月
開

催
分
は
８
月
に
、

９
月
開
催
分
は
通
常
ど
お
り
行
わ
れ

る
た
め
、
３
ヵ
月
連
続
の
開
催
と
な

る
。

※
去
勢
＝
肉
の
臭
み
や
硬
さ
を
解
消

す
る
た
め
、睾
丸
を
切
除
さ
れ
た
牛
。

去
勢
は
漢
字
で
、
メ
ス
は
ひ
ら
が
な

で
名
付
け
ら
れ
る
。

「生活の糧を得る場」ようやく再開

セリ市場に活気と笑顔もどる
179 頭が売却　価格低調も農家ら「ホッ」とひと安心

口蹄疫により被害を受けた農家の方々へ
　口蹄疫により被害を受けた場合、
　①納税の猶予　②申告などの期限の延長
　③予定納税の減額
　を受けることができる場合があります。
　 詳しくは、国税庁ホームページ（h t t p : / /

www . n t a . g o . j p）をご覧いただくか、
大島税務署にお尋ねください。

問い合わせ先　大島税務署　℡ 52－ 4321

見
舞
金
を
49
農
家
に
支
給

口
蹄
疫
対
策
で
追
加
補
正
予
算
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平成 22 年度町政懇談会レポート

町政懇談会が 15地域で開催
幼稚園・小中学校再編の意見や要望が九割方集中

その他、集落・校区単位の諸課題についても住民と意見交換
　

今
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
６
月
14
日
、
中

里
会
場
（
同
公
民
館
）
を
皮
切
り
に
、
７
月
６

日
の
島
中
会
場
（
滝
川
小
校
区
）
ま
で
、
町

内
の
15
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
各
会
場
で
の

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
加
藤
町
長
は
「
昨
年
度
、
一

般
会
計
は
60
億
７
千
万
円
で
特
別
会
計
を
合

わ
せ
る
と
１
０
３
億
７
千
万
円
。
約
４
億
円
の

黒
字
決
算
。
財
政
調
整
基
金
に
１
億
２
千
万

円
、
減
債
基
金
に
１
億
円
を
積
み
増
し
た
。
地

下
ダ
ム
事
業
４
３
６
億
円
の
内
の
町
負
担
金
は

借
金
だ
が
、
１
億
２
千
万
円
繰
上
償
還
し
て

ほ
ぼ
完
納
し
た
。
自
民
党
の
離
島
振
興
特
別

委
員
会
で
、
奄
美
を
沖
縄
並
の
補
助
率
に
引

き
上
げ
る
法
案
な
ど
を
６
月
14
日
に
衆
議
院

に
提
出
し
た
と
の
こ
と
。
法
案
が
通
れ
ば
本
町

が
進
め
る
水
道
軟
水
化
事
業
も
75
％
の
補
助

率
で
事
業
が
可
能
に
な
る
」
な
ど
と
、
最
近
の

情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
晴
永
教
育
長
は
学

校
再
編
に
つ
い
て
「
幼
稚
園
・
学
校
規
模
適
正

化
検
討
委
員
会
」「
幼
稚
園
・
学
校
再
編
整
備

検
討
委
員
会
」
の
検
討
結
果
や
児
童
生
徒
数

の
推
移
、
学
校
規
模
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
幼
・
小
・
中
配
置
計
画
に
つ
い
て
説

明
。
配
置
に
つ
い
て
は
「
一
極
集
中
す
る
こ
と

な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
」
と
し
、
ま
た
、
廃

校
と
な
っ
た
学
校
跡
地
の
有
効
利
用
案
も
説

明
し
た
。
な
お
、
昨
年
開
催
と
同
様
に
、
町
民

か
ら
は
「
学
校
再
編
に
つ
い
て
早
急
に
進
め
る

べ
き
」
と
、
総
論
で
は
推
進
す
べ
き
と
の
意
見

が
大
多
数
を
占
め
た
が
、
各
論
の
部
分
で
は
地

域
や
集
落
単
位
で
の
事
情
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

Ｑ
． 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
す
る
と
い
う

が
、
中
学
校
の
部
活
に
対
応
で
き
る

か
。

Ａ
． 

対
応
可
能
。
統
廃
合
し
た
他
の
地
域

で
も
部
活
動
や
学
習
面
も
含
め
て
生

活
が
規
則
正
し
く
な
り
、
通
学
の
安

全
面
に
も
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

Ｑ
． 

幼
稚
園
は
湾
校
区
に
残
す
べ
き
と
の

意
見
が
多
い
が
。

Ａ
． 

喜
界
町
は
各
地
域
が
あ
っ
て
こ
そ
。

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
い
。

Ｑ
． 

再
編
は
い
つ
頃
か
。
跡
地
利
用
の
計

画
は
あ
る
か
。

Ａ
． 
教
職
員
の
人
事
異
動
、
学
級
編
成
、

校
則
や
校
歌
の
制
定
な
ど
が
あ
り
、

少
な
く
て
も
２
年
は
準
備
期
間
が
必

要
と
な
る
。
跡
地
に
つ
い
て
も
検
討

委
員
会
で
議
論
し
、
教
育
専
門
家
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
い
て
決
定
し

た
い
。

Ｑ
． 

説
明
会
は
保
護
者
が
参
加
し
や
す
い

時
間
帯
に
し
て
欲
し
い
。

Ａ
． 

懇
談
会
は
町
民
と
広
く
意
見
交
換
す

る
目
的
。
保
護
者
と
は
要
望
が
あ
れ

ば
こ
ち
ら
か
ら
駆
け
付
け
て
詳
し
く

説
明
す
る
。

Ｑ
． 

再
編
の
実
施
に
つ
い
て
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い

つ
の
時
点
で
何
を
根
拠
に
判
断
し
た

か
。

Ａ
． 

町
政
懇
談
会
や
説
明
会
を
重
ね
て
判

断
し
て
い
る
。
昨
年
の
15
会
場
、
今

年
の
各
会
場
で
反
対
意
見
は
少
な
く

「
早
く
進
め
て
」
と
い
う
意
見
が
多

い
。
た
だ
、
地
域
ご
と
に
各
論
で
の

注
文
は
あ
る
。

そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

Ｑ
． 

集
落
（
行
政
区
）
の
再
編
は
あ
る
か
。

Ａ
． 

現
時
点
で
は
な
い
。
た
だ
、
昨
年
の

懇
談
会
で
区
長
の
減
に
つ
い
て
要
望

が
あ
っ
た
。
将
来
的
に
議
論
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

Ｑ
． 

行
政
の
情
報
提
供
が
少
な
い
こ
と
に

不
満
が
あ
る
。
外
灯
を
設
置
し
て
ほ

し
い
が
要
望
が
通
ら
な
い
し
、
水
路

問
題
も
見
に
来
て
終
わ
り
。
説
明
責

任
を
果
た
し
て
欲
し
い
。

Ａ
． 

町
道
や
水
環
境
な
ど
は
、
各
課
で
早

急
に
検
討
し
た
い
。
集
落
と
し
て
の

意
見
・
要
望
は
、
区
長
を
通
し
て
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
． 

小
野
津
の
潮
観
園
を
待
機
者
が
多
い

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
他
の
施
設
と
し
て

再
利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
． 
補
助
金
の
関
係
で
目
的
外
使
用
が
で

き
な
い
。
社
会
福
祉
法
人
「
秀
心
会
」

が
塩
道
で
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て

お
り
、
待
機
者
の
解
消
に
期
待
し
て

い
る
。

Ｑ
． 

奄
振
の
延
長
は
い
つ
ま
で
か
。
交
付

税
の
増
減
は
。

Ａ
． 

奄
振
は
平
成
21
年
度
か
ら
５
年
間
。

交
付
税
は
昨
年
度
２
％
増
で
あ
っ

た
。
民
主
党
に
政
権
が
変
わ
り
、
将

来
的
に
は
不
透
明
。

Ｑ
． 

軟
水
化
な
ど
の
浄
水
場
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ
． 

南
部
地
区
（
二
中
校
区
、
荒
木
、
花

良
治
、
蒲
生
）
は
今
年
秋
か
ら
供
用

開
始
。
西
部
地
区
は
（
湾
小
校
区
、

滝
川
校
区
、
坂
嶺
校
区
の
一
部
）
は

予
算
な
ど
の
準
備
が
で
き
次
第
、
近

年
中
に
着
工
予
定
。

Ｑ
． 

学
校
統
廃
合
、
少
子
高
齢
過
疎
化
な

ど
嘆
い
て
ば
か
り
で
い
い
の
か
。
明

る
い
喜
界
島
の
未
来
に
つ
い
て
の
計

画
は
あ
る
か
。

Ａ
． 

地
下
ダ
ム
に
よ
り
耕
地
の
７
割
を
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
散
水
し
て
い
る
。

多
く
の
方
々
の
努
力
と
財
政
的
な
努

力
で
財
政
を
圧
迫
せ
ず
に
大
き
な
事

業
を
実
現
で
き
た
。
ひ
た
す
ら
農
業

の
基
盤
整
備
に
力
を
い
れ
て
き
た
成

果
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し

た
こ
と
に
よ
り
観
光
の
振
興
を
図
り

た
い
。
無
農
薬
の
ゴ
マ
や
ソ
ラ
マ
メ
、

柑
橘
類
他
を
利
用
し
た
特
産
品
で
、

島
興
し
を
し
た
い
。

以
下
、
各
会
場
ご
と
に
出
さ
れ
た
主
な

意
見
・
要
望
と
、
町
当
局
に
よ
る
回
答

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
＝
参
加
者
に
よ
る
意
見
な
ど

Ａ
．
＝
町
当
局
の
回
答
な
ど
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金一封を手渡す愛島さん（中）

立ち見も出た超満員の第１回コンサート

カップをなめたボール「風よ吹け！」

ブ
ル
ー
コ
ー
ラ
ル
き
か
い
が
第
１
回
公
演

40
周
年
を
記
念
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

町
内
の
音
楽
愛
好
家
で
つ
く
る
「
ブ

ル
ー
コ
ー
ラ
ル
き
か
い
」（
愛
島
盛
蔵

代
表
）
は
６
月
13
日
、
結
成
40
周
年
を

記
念
し
て
第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
、
第
１

部
は
小
野
津
小
獅
子
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
務
め
、
一
条
流
翠
香
会
の
舞
踊

や
「
ミ
ミ
の
会
」
の
手
話
を
交
え
た
歌
、

奄
美
歌
謡
大
賞
受
賞
者
の
長
島
稔
さ

ん
の
歌
な
ど
が
あ
っ
た
。
安
田
博
樹
さ

ん
の
民
謡
で
は
、
島
唄
の
重
鎮
安
田
宝

英
さ
ん
も
舞
台
に
上
が
り
、
熟
練
の
技

で
後
継
者
で
あ
る
孫
の
博
樹
さ
ん
と
共

演
し
て
聴
衆
を
喜
ば
せ
た
。

　

第
２
部
の
「
ブ
ル
ー
コ
ー
ラ
ル
き
か

い
」
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
の
ど
に
覚

え
の
あ
る
生
正
夫
さ
ん
や
槇
野
秀
子
さ

ん
、
正
木
美
智
子
さ
ん
ら
が
次
々
に
舞

台
に
登
場
。
愛
島
さ
ん
が
指
揮
す
る
生

伴
奏
に
乗
せ
て
美
声
を
披
露
し
た
。
奄

美
民
謡
大
賞
受
賞
者
の
川
畑
さ
お
り
さ

ん
も
、
い
つ
も
の
島
唄
と
は
趣
も
新
た

に
歌
謡
曲
を
聴
か
せ
た
。

　

最
後
は
、超
満
員
の
会
場
全
体
で「
赤

い
蘇
鉄
の 

実
も
熟
れ
る
頃 

加
那
も
年

頃 

大
島
育
ち
」
と
『
島
育
ち
』
を
合

唱
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

　

愛
島
さ
ん
は
「
以
前
か
ら
音
楽
を
通

し
て
の
社
会
貢
献
を
考
え
て
お
り
、
周

囲
の
開
催
要
請
や
各
企
業
・
団
体
の
協

賛
も
あ
っ
て
40
周
年
の
節
目
に
第
１
回

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
経
費
以
外
の
売
上
金
は
福
祉

団
体
等
や
教
育
委
員
会
な
ど
に
寄
付
さ

れ
た
。

　

晴
永
清
道
教
育
長
は
「
大
変
あ
り
が

た
い
。
青
少
年
の
健
全
育
成
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」と
感
謝
し
た
。

還暦の節目に接戦制した 25年生　第５回年代別ゴルフコンペ
　集落（校区）対抗や各種団体（職域）と並んで島を代
表する３大メジャー大会のひとつ、年代別ゴルフコンペ
が７月４日、第５回を数えて喜界ガーデンゴルフであった。
　今回は、各年代から34チーム133人が出場。“ドーソー”
の名誉をかけて、あいにくの梅雨空の下で熱戦を繰り広
げた。
　優勝はエース富田博を擁する25年生 Cチーム。他の
メンバー３人も高レベルのスコアでまとめる安定した試
合運びで、追いすがる41年生を振り切り、２年ぶりに優
勝の栄誉を奪還し
た。
　優勝した25 年
生 C チームの幸
田泉男選手は「昭
和 40 年代の若い
チームと競り合っ
ての今年の優勝
は、還暦を迎える
節目の年でもあり
喜びもひとしお。
里の活躍が勝利を

呼び寄せた」と振り返った。　上位５チームの成績は次
のとおり（スコアはグロス）

優　勝　 25 年生 C（富田博 57、里俊雄 58、幸
田泉男61、保田邦博 65、計 241）

準優勝　 41年生（喜禎義一 58、柳敏幸 58、大
山成治 59、酒井孝之70、計 245）

第３位　 43 年生 A（玉利学 61、柳和利 61、碇
山隆広 61、愛隆治 67、計 249）

第４位　 38 年生（平牟礼勝男 63、大山公一
63、秋月幸誉 65、新原一雄 59、計
250）

第５位　 22 年生 A（坂朝男 64、平島文麿 64、
澄江和博 65、嘉重久 70、計 263）

「派遣登記官（派遣登記所）」の開設日等
○日　　時　平成 22年８月18日（水）午後１時～４時
  ８月19日（木）午前９時～12時
○開設場所 喜界町役場
○取扱事務 ・不動産に関する登記申請書の受付
 ・登記事項証明書などの交付請求の受付
 ・登記に関する相談

問い合わせ先　鹿児島地方法務局奄美支局　℡ 0997-52-0376



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

8

平成 22年 10月１日国勢調査を実施します！

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

● 平成 22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する

最初の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の

人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。

● 調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活

環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●９月23日から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

● 記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡してくだ

さい。

◎ 調査票に記入していただいた内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用す
ることはありません。
◎ 国勢調査は、統計法によって、調査票に記入して提出することの報告義務が定
められています。
◎国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください。

国勢調査は、日本の未来、地域のまち

づくりのための基礎資料になります！

総務省・都道府県・喜界町

国勢調査については、平成 22年国勢調査広報サイト
「国勢調査 e- ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm
検 索国勢調査 e-ガイド
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干潮時は船橋（せんきょう）から乗下船

インタビューする原田さん（右）

取材先へ訪問予約する原田さん

新
製
品
「
シ
ー
サ
ー
の
昼
休
み
」

（
撮
影
：
原
田
あ
づ
さ
）

フ
ェ
リ
ー
運
休
日
に
小
型
船
就
航

観
光
客
増
期
待
も
継
続
運
航
や

既
路
線
へ
の
影
響
を
懸
念

　

喜
界
島
と
奄
美
大
島
を
結
ぶ
小
型

船
が
７
月
15
日
、
就
航
し
た
。

　

運
航
主
体
は
日
東
商
船
株
式
会
社

（
東
京
、
西
田
富
士
雄
社
長
）
で
、
海

上
運
送
法
上
で
は
不
定
期
航
路
で
あ

り
、運
航
日
は
土
曜
日
と
定
期
船（
フ
ェ

リ
ー
）
が
運
休
す
る
日
曜
日
、
月
曜
日

（
８
月
中
は
毎
日
運
航
）。
奄
美
市
笠
利

町
の
宇
宿
港
と
湾
港
（
碇
山
旅
館
下
）

の
間
を
約
１
時
間
で
結
び
、
湾
港
発
は

午
前
９
時
と
午
後
５
時
と
な
る
。

　

就
航
し
た
船
は
「
ふ
じ
」（
19
ト

ン
、
定
員
55
人
）。
安
全
面
を
考
慮
し

て
少
し
で
も
波
が
荒
い
と
運
休
す
る
と

い
う
。
運
賃
は
、
往
復
５
千
円
（
２
日

前
以
降
は
６
千
円
）、
片
道
２
千
７
百

円
（
子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
３
千
円
、

千
５
百
円
）。
島
内
で
は
、
ト
ラ
ベ
ル

喜
界
（
℡
55

－

３
０
０
７
）
が
乗
船
券

を
販
売
す
る
。

　

な
お
、
名
瀬
市
街
地
と
宇
宿
漁
港
の

間
は
、
申
込
先
着
29
人
ま
で
無
料
バ
ス

も
提
供
さ
れ
る
。

　

同
社
で
は
「
島
民
の
生
活
路
線
が
毎

日
確
保
さ
れ
た
。
便
利
で
安
全
な
航
路

提
供
に
努
め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
既
存
の
〝
生
命
路
線
〞
と
い

え
る
定
期
航
路
や
一
日
３
便
体
制
の
空

路
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
他
、以
前
、

他
の
業
者
が
同
じ
く
小

型
船
で
臨
時
運
航
し
、

し
ば
ら
く
し
て
撤
退
し

た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
安
定
か
つ
継
続
的
な
運
航
を
懸
念

す
る
声
も
あ
る
。

　

一
方
、
大
島
か
ら
喜
界
島
へ
船
で
の

日
帰
り
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
観
光
客

の
増
加
が
期
待
さ
れ
、
県
立
病
院
へ
の

通
院
な
ど
、町
民
の
足
と
し
て
時
間
的
、

金
銭
的
な
負
担
減
に
つ
な
が
る
と
歓
迎

す
る
声
も
多
い
。

原田さん（第一中２年）が
広報きかい記者で職場体験
　働くことの意
義と将来への目
的意識を持つこ
とを学ぶため、
第一中学校の生
徒らは７月２日、
授業の一環とし
て職場体験学習
を、商店や公的機関など各事業所で行った。
　同校２年の原田あづささんは役場を選び、
広報きかいの編集者に挑戦した。
　原田さんは広報紙担当職員から、取材先の
選定や取材方針決定、原稿の書き方、見出し
の付け方、写真の撮り方など、一連の編集方
法の説明を受け、さっそく取材へ。
　現場では、緊張しながらもインタビューや
写真撮影などを“記者 ”として体験した。
※ ここで、原田さんによる記事を掲載します
（一部、編者が修正しました）。

島
の
素
材
を
生
か
し
た
新
製
品

「
シ
ー
サ
ー
の
昼
休
み
」

若
松
農
園
よ
り
新
発
売

　

若
松
農
園
は
こ
の
ほ
ど
、
平

成
15
年
に
発
売
し
て
以
来
、
島

の
土
産
品
と
し
て
人
気
と
注
目

を
集
め
る
『
緑
の
サ
ン
ゴ
礁
』
シ

リ
ー
ズ
に
、
新
製
品
を
追
加
し

た
。

　

今
回
、
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ

た
の
は
『
シ
ー
サ
ー
の
昼
休
み
』。

サ
ン
ゴ
の
カ

ケ
ラ
を
ひ

と
つ
ず
つ
積

ん
だ
鉢
に
、

喜
界
島
特

有
の
亜
熱
帯
植
物
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。

　

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
を
同

社
の
若
松
洋
介
さ
ん
は
「
普
通

の
鉢
植
え
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
が

『
島
な
ら
で
は
の
個
性
的
な
も
の

を
』
と
考
え
、
珊
瑚
の
鉢
を
思

い
つ
い
た
」
と
話
し
、『
緑
の
珊

瑚
礁
』
は
「
海
岸
の
サ
ン
ゴ

を
覆
い
つ
く
す
緑
色
の
テ
ン

バ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
」
と

説
明
す
る
。

　

ま
た
、
鉢
に
は
か
わ
い
い

サ
ン
ゴ
で
で
き
た
シ
ー
サ
ー

が
す
わ
っ
て
い
る
。当
初
、シ
ー

サ
ー
は
な
か
っ
た
が
、
若
松

さ
ん
が
島
外
に
住
む
妹
に
石

の
鉢
の
試
作
品
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
鉢
に
人
形
を
乗
せ
た

写
真
を
送
り
返
し
て
き
た
こ
と

が
シ
ー
サ
ー
を
加
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

若
松
さ
ん
は
「
シ
ー
サ
ー
は

い
つ
も
屋
根
や
門
の
暑
い
と
こ
ろ

に
座
っ
て
い
る
が
、
緑
の
サ
ン
ゴ

礁
の
シ
ー
サ
ー
は
テ
ン
バ
イ
な

ど
の
日
陰
で
休
ん
で
お
り
ユ
ニ
ー

ク
」
と
話
し
、「
休
み
な
く
魔
除

け
に
頑
張
る
シ
ー
サ
ー
を
少
し

で
も
ね
ぎ
ら
い
た
い
」
と
笑
う
。

　

植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
テ
ン

バ
イ
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
ク
ロ
ト
ン
、

ソ
テ
ツ
な
ど
の
島
を
代
表
す
る

植
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
と
小
が

あ
り
、
価
格
は
大
が
１
、４
８
０

円
で
小
が
１
、１
５
０
円
。
今
で

は
沖
縄
に
も
販
路
を
拡
げ
て
お

り
、
サ
ン
ゴ
の
な
い
北
海
道
か
ら

も
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

　

若
松
さ
ん
は
「
島
の
素
材
を

使
っ
た
物
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
島
外
に
広
め
て
喜
界
島
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
話
し
た
。

土・日・月運航

喜界（湾港）発

９：００

１７：００

所要時間：約1時間



学力向上対策会議の様子

吉田さん（保護者代表）による発表

鹿児島市教育長石踊先生の講話

実技指導の様子座学でのサッカー講座
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
町
の
学
力
向
上
を

考
え
る

第
一
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会
議

　

平
成
22
年
度
第
１
回
喜
界
町
学
力

向
上
対
策
会
議
（
喜
界
町
教
育
委
員

会
主
催
）
を
７
月
18
日
、
役
場
多
目

的
室
で
開
催
し
ま
し
た
。本
会
議
は
、

今
回
で
８
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
学
校
評
議
員
、
各
種

団
体
代
表
の
他
、
子
育
て
真
っ
最
中

の
小
中
学
校
の
保
護
者
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
、
１
４
６
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
晴
永
清
道
教
育
長
が

基
礎
・
基
本
定
着
度
調
査
や
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
も
と

に
喜
界
町
に
お
け
る
学
力
の
課
題
に

つ
い
て
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
保
護
者
代
表
と
し
て
、
吉

田
幸
子
さ
ん
（
阿
伝
小
）
が
家
庭
に

お
け
る
学
力
向
上
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
家
族
ぐ
る
み

で
の
家
庭
学
習
の
見
届
け
や
学
校
と

の
連
携
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
家
庭
に

お
け
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
学
校
側
の
学
力
向
上
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
校
側
の
代
表
と
し
て
第

二
中
学
校
井
之
上
良
一
校
長
が
、
放

課
後
を
使
っ
た
質
問
教
室
、
生
徒
と

保
護
者
の
双
方
向
で
行
う
問
題
作
り

な
ど
の
事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

家
庭
と
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告

に
よ
っ
て
、
両
者
の
密
接
な
関
係
を

築
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ

が
再
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会

教
育
長
の
石
踊
政
昭
先
生
に
「
教
育

に
お
け
る
不
易
と
流
行
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
時
代
が
変
わ
り
ゆ
く
中
で
も
決

し
て
変
わ
ら
な
い
大
切
な
こ
と
が
あ

る
こ
と
を
具
体
的
に
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
確
か
な
学
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は
、「
人
生
の
選

択
を
豊
か
に
す
る
」、「
夢
の
実
現
に

つ
な
が
る
」
こ
と
を
鹿
児
島
市
の
児

童
生
徒
の
実
情
に
触
れ
な
が
ら
話
し

て
い
た
だ
き
、「
喜
界
町
の
児
童
生

徒
の
や
る
気
を
ど
う
育
て
て
い
く

か
」
に
つ
い
て
の
示
唆
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
町
の
児
童
生
徒
の
明
る
い
未
来

を
拓
く
た
め
に
も
学
力
向
上
は
最
重

要
課
題
で
す
。
こ
の
会
議
で
の
報
告

や
講
演
を
も
と
に
家
庭
・
学
校
の
連

携
を
深
め
て
、
更
な
る
学
力
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

喜
界
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

開
催
!

　

湾
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
７
月
４

日
、
喜
界
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
対
象
に
、
元
「
ジ
ェ
フ
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
市
原
」
で
指
導
等
に
携
わ

り
、
現
在
は
千
葉
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
高
体
連
サ
ッ
カ
ー
専
門
部
委
員

長
の
藤
原
明
夫
さ
ん
が
来
島
さ
れ
、

サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
が
あ
り
、「
顔

を
上
げ
、
全
体
を
把
握
し
な
が
ら

ゲ
ー
ム
展
開
を
進
め
て
い
く
方
法
」

な
ど
の
技
術
的
な
指
導
だ
け
で
な

く
、
座
学
で
の
指
導
も
あ
り
、
藤
原

さ
ん
の
熱
心
な
指
導
に
対
し
参
加
者

の
児
童
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間

　

毎
年
８
月
は
、
人
権
同
和
問
題
啓

発
強
調
月
間
で
す
。
県
で
は
、
こ
の

期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る

啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
、
人
権
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
０
の
開
催
な
ど
、
様
々

な
人
権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
虐

待
、
女
性
、
障
害
者
等
に
関
す
る
人

権
問
題
が
依
然
存
在
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
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玉利　彩葵ちゃん

～卒業生訪問にて～
奥田さん（左）顧志さん（中）榮先生（右）

喜禎　あさひちゃん 平　玲一弥くん 尾﨑　駿くん

西原　瑚子ちゃん 新垣　琳くん 眞方　陽光くん 柳　聖也くん

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
℡
65
ー
3
5
2
2
）

　

ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
た
い
け

れ
ど
も
、
最
近
足
腰
が
弱
っ
て
外

出
や
生
活
が
大
変
に
な
っ
て
き
た

･
･
･
、
固
い
物
が
食
べ
に
く
く
て

食
事
を
楽
し
め
な
い
･
･
･
、
食

事
に
気
を
つ
け
て
と
い
わ
れ
た
け

ど
ど
う
し
た
ら
い
い
の
･
･
･
??

　

そ
ん
な
方
の
た
め
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
！

　

65
歳
以
上
の
方
で
厚
生
連
・
医

師
会
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
た
方

の
中
か
ら
、
対
象
と
な
る
方
に
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
方
で
も
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ほ
ー
ら
さ
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

「
ほ
ー
ら
さ
教
室
」

が
始
ま
り
ま
す
！

第
１
期
:
10
月
～
12
月

第
２
期
:
１
月
～
３
月

毎
週
１
回
開
催

　

昨
年
度
ま
で
は
「
特
定
高
齢
者
介

護
予
防
教
室
」
の
名
称
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
皆
さ
ん
の
お
知
恵

を
拝
借
し
、教
室
名
を
新
た
に
「
ほ
ー

ら
さ
教
室
」
と
変
更
し
、
内
容
も

よ
り
充
実
し
た
物
に
で
き
る
よ
う
ス

タ
ッ
フ
一
同
準
備
中
で
す
。
皆
で
楽

し
み
な
が
ら
一
緒
に
元
気
な
体
を
作

り
ま
し
ょ
う
！
次
の
写
真
は
、
昨
年

こ
の
教
室
に
参
加
さ
れ
て
、
よ
り
お

元
気
に
な
っ
た
方
の
笑
顔
で
す
。

特
定
健
診
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
中

　

み
な
さ
ん
、
昨
年
度
の
喜
界
町
の

特
定
健
診
受
診
率
を
覚
え
て
い
ま
す

か
？ 

喜
界
町
の
受
診
率
は
17
・
８
％

で
、
奄
美
管
内
で
は
最
下
位
で
し
た

よ
ね
。

　

今
年
も
厚
生
連
の
健
診
が
終
了
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
4
5
5
人

の
方
が
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
な
ん
と
昨
年
よ
り
も

２
０
０
人
近
く
受
診
者
数
が
増
え
ま

し
た
！

　

そ
こ
で
、
受
診
率
の
更
な
る
ア
ッ

プ
と
特
定
健
診
を
、
み
な
さ
ん
に
、

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

今
回
、
特
定
健
診
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な

さ
ん
の
夏
休
み
の
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
す
で
に
、
各
学
校
に
お
願
い

し
て
あ
り
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
、

医
師
会
健
診
の
会
場
で
も
展
示
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

！！



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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地上デジタル放送簡易チューナー

無償給付の申込はお済ですか？
～地上デジタル放送受信のための支援～

平成 23年７月24日でアナログ放送は終了し、
アナログテレビは見れなくなります

　経済的な理由で地上デジタル放送がまだ受信できない次に該当する世帯でＮＨＫ受信
料全額免除の世帯は、チューナーの無償給付が受けられ、今お持ちのアナログテレビで
地上デジタル放送が見られます。（アンテナ工事が必要な世帯はアンテナ工事も無償で実
施します）

障がい者がいる世
帯で、かつ世帯全
員が市町村民税非
課税の措置を受け
ている世帯

生活保護などの公
的扶助を受けてい
る世帯

社会福祉事業施設
に入所されていて
自らテレビを持ち
込んでいる世帯

申込受付期間　平成 22年４月19日～ 12月28日
（消印有効）

~支援を受けられる世帯は期間内の早目に申し込みましょう~

◆  22年４月末までにＮＨＫ放送受信料全額免除となっている世帯で、まだ申し込みが済んで
いない世帯には、５月上旬～下旬にかけてＮＨＫから「受信料全額免除証明書」と「申込
書一式」が送付されていますのでご利用下さい。

◆ 詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センター（℡０５７０－０３３８４０）にお問
い合わせ下さい。

悪徳商法にご注意下さい！！
この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナの工事などについて

費用を請求することは一切ありません
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募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 待遇・その他

防衛大学校
学 生

推
薦
高卒（見込含）21歳未満の者
（高等学校長の推薦等が必要） 9月6日～ 9月9日 9月25・26日 修学年限 4年

卒業後 1年で 3等陸・
海・空尉一

般
高卒（見込含）21歳未満の者
（自衛官は23歳未満） 9月6日～10月1日 1次 11月 6・7日

2次 12月14～ 18日

防衛医科大学校
学 生 高卒（見込含）21歳未満の者 9月6日～10月1日 1次 10月30・31日

2次 12月 8～ 10日

修学年限 6年
医師免許取得後 2等
陸・海・空尉

航 空 学 生 高卒（見込含）21歳未満の者 8月1日～ 9月10日
※1

1次 9月23日
2次 10月16～ 21日
3次 11月13日

～ 12月16日

入隊後約６年で 3等
海・空尉

看 護 学 生 高卒（見込含）24歳未満の者 9月6日～10月1日 1次 10月23日
2次 11月 20・21日

修学年限 3年
看護師免許取得後 2
等陸曹

一般曹候補生 18歳以上 27歳未満の者 8月1日～ 9月10日
※1

1次 9月18日
2次 10月7～ 14日

入隊後 2 年 9 月経過
以降選考により 3等
陸・海・空曹

自 衛 官
候 補 生

男
子18 歳以上 27歳未満の者 年間を通じて

行っております。※1
受付時にお知らせいた
します。※2

陸上（技術系を除く）
は1年 9ヶ月
陸上（技術系）・海上・
航空は 2年 9ヶ月を1
任期として任用
（以降 2年を1任期）

女
子18 歳以上 27歳未満の者 8月1日～ 9月10日

※1 9月26～ 29日

高 等 工 科
学 校 生 徒 中卒（見込含）17歳未満の者 11月1日

～ 23年 1月7日

1次 23年 1月22日
2次 23年 2月5～ 8日
※1

修学年限 3年
卒業後は陸士長

※1　 平成 23年 3月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付については、上
表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施いたします。

※2　 平成23年3月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成22年9月16日以降に行います。

問い合わせ先：自衛隊奄美大島事務所 担当：盛広報官　℡ 53-9103　喜界町役場総務課 担当：園田　℡ 65-1111

平成 22年度 自衛官募集案内
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決勝戦完封の相良投手（写真：知名町役場提供）

優勝の喜びも束の間、県大会に備える喜界クラブ

14

郡
体
野
球
で
25
年
ぶ
り

　

知
名
町
（
一
部
和
泊
町
）
で

７
月
24
日
と
25
日
に
開
催
さ

れ
た
２
０
１
０
大
島
地
区
体
育

大
会
（
郡
体
）
の
軟
式
野
球

大
会
で
、
喜
界
町
を
代
表
し

て
出
場
し
た
喜
界
ク
ラ
ブ
（
嶺

新
一
監
督
）
は
、
町
と
し
て
は

25
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝
を
勝

ち
取
っ
た
。 喜

界
優
勝
！！

２
回
戦・大
和
村
（
12
対
２
）

　

初
日
、
２
回
戦
か
ら
登
場
し
た

喜
界
ク
ラ
ブ
は
和
泊
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
大
和
村
と
対
戦
し
、
初

回
か
ら
三
番
小
窪
が
特
大
３
ラ

ン
を
浴
び
せ
る
な
ど
打
者
10
人

の
猛
攻
で
、
相
手
投
手
を
い
き
な

り
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
そ
の
後
も
着

実
に
加
点
し
、
投
げ
て
は
中
島
と

相
良
の
リ
レ
ー
で
最
少
失
点
に
抑

え
、
12
対
２
の
５
回
コ
ー
ル
ド
で
準
決

勝
に
駒
を
進
め
た
。

準
決
勝
・
瀬
戸
内
町
（
６
対
０
）

　

翌
日
か
ら
大
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

準
決
勝
は
与
論
町
と
19
対
12
の
乱
打
戦

を
制
し
た
瀬
戸
内
町
。
一
回
表
、
リ
ー

ド
オ
フ
マ
ン
野
間
が
四
球
を
選
び
、
す

か
さ
ず
盗
塁
で
二
塁
を
お
と
し
い
れ
る

と
、
二
番
横
山
健
が
レ
フ
ト
前
安
打
で

野
間
を
帰
し
、
リ
ズ
ム
よ
く
先
制
。
三

番
は
倒
れ
た
も
の
の
、
四
番
辻
崎
、
五

番
堀
、
六
番
志
立
の
３
連
打
で
加
点
す

れ
ば
、
七
番
榮
山
が
塁
を
進
め
る
と
八

番
竹
下
は
相
手
エ
ラ
ー
を
誘
っ
て
さ
ら

に
点
を
拾
っ
た
。

　

試
合
開
始
直
後
に
一
挙
４
点
の
リ
ー

ド
を
奪
っ
て
試
合
の
主
導
権
を
握
る
と
、

先
発
中
島
も
一
回
裏
、
二
回
裏
と
三
者

凡
退
に
斬
っ
て
取
り
、
打
撃
陣
に
応
え

た
。

　

三
回
表
、
榮
山
の
中
越
二
塁
打
や
投

手
中
島
み
ず
か
ら
の
レ
フ
ト
前
安
打
な

ど
で
ダ
メ
を
押
し
の
２
点
目
を
挙
げ
る

と
、
さ
ら
に
球
威
が
増
し
た
中
島
は
、

３
回
裏
に
単
打
を
一
本
許
し
た
の
み
で

４
回
裏
も
三
者
凡
退
に
抑
え
、
マ
ウ
ン

ド
を
竹
下
に
譲
っ
た
。

　

二
番
手
竹
下
も
、
五
回
裏
、
六
回
裏

と
無
失
点
で
切
り
抜
け
て
、
中
島
と
の

完
封
リ
レ
ー
を
完
成
。
決
勝
戦
へ
勢
い

を
そ
ぐ
こ
と
な
く
つ
な
げ
た
。

決
勝
戦
・
奄
美
市
（
２
対
０
）

　

決
勝
の
相
手
は
、
大
会
３
連
覇
を
狙

う
天
城
町
を
一
対
〇
の
接
戦
で
退
け
、

勢
い
に
乗
る
奄
美
市
。

　

対
す
る
喜
界
ク
ラ
ブ
は
、
必
勝
を
期

し
て
助
っ
人
エ
ー
ス
相
良
を
先
発
に
起

用
。
一
回
表
、
野
間
が
レ
フ
ト
前
安
打

で
出
塁
す
る
と
、
横
山
健
が
バ
ン
ト
で

送
っ
て
い
き
な
り
の
好
機
。
こ
の
好
機

を
逃
さ
ず
小
窪
が
右
中
間
を
破
り
、
貴

重
な
先
制
点
を
叩
き
出
す
。

　

そ
の
裏
、
大
舞
台
に
力
ん
だ
の
か
、

相
良
は
死
球
や
ボ
ー
ク
に
よ
り
二
死
三

塁
の
ピ
ン
チ
を
招
く
も
、
な
ん
と
か
後

続
を
断
つ
。
以
降
、
落
ち
着
い
た
相
良

は
相
手
打
線
を
牛
耳
る
も
、
味
方
打
線

も
相
手
投
手
を
打
ち
あ
ぐ
ね
、
息
詰
ま

る
投
手
戦
が
続
く
。

　

五
回
表
、
そ
の
重
苦
し
い
空
気
を
切

り
裂
い
た
の
は
切
り
込
み
隊
長
野
間
の

バ
ッ
ト
。
快
音
を
残
し
て
放
た
れ
た
打

球
は
、
美
し
い
放
物
線
を
描
き
な
が
ら

ラ
イ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
に
消
え
た
。

　

値
千
金
、
ど
う
し
て
も
欲
し
か
っ
た

〝
次
の
一
点
〞
を
与
え
ら
れ
た
相
良
は
、

回
を
追
う
毎
に
球
威
を
増
す
。

　

し
か
し
好
事
魔
多
し
。
百
戦
錬
磨

の
奄
美
市
に
六
回
裏
、
ミ
ス
に
乗
じ
て

二
、三
塁
と
攻
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
撹
乱

プ
レ
ー
や
激
し
い
ヤ
ジ
で
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
負
け
じ
と
フ
ィ
ー

ル
ド
と
ベ
ン
チ
が
一
体
と
な
っ
て
相
良
に

檄
を
飛
ば
し
盛
り
立
て
る
。
力
を
得
た

右
腕
は
気
持
ち
を
切
る
こ
と
な
く
、
こ

の
試
合
最
大
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
き
っ
た
。

　

最
終
回
、
相
良
は
三
者
凡
退
で
締
め

て
２
安
打
完
封
。
25
年
ぶ
り
に
紫
紺
の

大
優
勝
旗
は
喜
界
島
へ
と
海
を
渡
っ
た
。

嶺
新
一
監
督
の
談
話

　

団
結
式
で
の
公
約
が
果
た
せ
て
う
れ

し
い
。
大
会
前
に
充
実
し
た
練
習
が
で

き
た
。
中
島
、相
良
の
両
エ
ー
ス
が
抑
え
、

打
線
も
そ
つ
な
く
得
点
し
全
試
合
先
制

で
き
た
。
９
月
の
県
体
で
は
喜
界
・
奄

美
の
代
表
に
恥
じ
ぬ
試
合
を
し
た
い
。

決
勝
戦
で
殊
勲
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
と

12
打
席
９
出
塁
の
野
間
弘
也
選
手

  

剛
速
球
に
負
け
な
い
よ
う
に
バ
ッ
ト
を

短
め
に
振
り
抜
き
ス
タ
ン
ド
に
運
ん
だ
。

鴨
池
で
は
甲
子
園
県
予
選
の
準
々
決
勝

で
、球
場
に
置
い
て
き
た
忘
れ
物
を
拾
っ

て
く
る
。
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こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

８
月
末
は

町
県
民
税　

２
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

２
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

氏　
　
　

名

美
代　

正
長

深
見　

チ
ヨ

西　

菊
次
郎

長
島　

道
子

田
中　

働
助

政
元　

ス
ミ

豊　
　

寿
子

久
倉
美
吉
男

吉
岡
眞
太
郎

牧
野　

幹
夫

森　
　

ヱ
イ

長
井　

京
子

年
齢

91
才

86
才

92
才

83
才

84
才

96
才

70
才

81
才

83
才

76
才

81
才

84
才

住

所

赤

連

手
久
津
久

佐
手
久

羽

里

上
嘉
鉄

浦

原

羽

里

佐
手
久

志
戸
桶

中

里

塩

道

霧
島
市

住

所

志

戸

桶

熊

本

市

赤

連

赤

連

荒

木

荒

木

大

和

村

佐

手

久

　

氏　

名　

倉
橋　

憲
司

京
極　

桂
子

吉
田　

克
成

園
田
こ
ず
え

吉
見　

博
幸

菊
池　

優
美

森
岡　

豊
史

榮　

美
沙
子

喜界町の推計人口
（平成22年８月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,735戸 （ 　  ６）

人 口   ・・・・ 8,090人 （ △ 20）

男   ・・・・ 3,884人 （ △ 12）

女   ・・・・ 4,206人 （ △  ８）

（　）は前月比

に
ぎ
や
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
結
ぶ
手
に

ひ
ま
わ
り
園こ

ら児
の
笑
顔
も
ら
い
し

島
崎
　

久
代

島
興
し
響
く
太
鼓
に
栄は

え
あ
れ
と

集
う
島

し
ま
ん
ち
ゅ

人
願
い
届
け
む前

田
喜
代
美

ひ
さ
か
た
に
友
と
語
り
し
こ
の
夕と

き刻
も

す
べ
て
が
必
然
未
来
が
み
え
る

井
澤
紀
美
子

村
田
新
八
の
次
男
の
孫
ら
訪

お
と
な

い
て

家
系
の
コ
ピ
ー
置
い
て
去
り
た
り

中
澤
　

ヒ
デ

肌
を
灼
く
陽
射
し
も
強
く
青
空
に

友
と
戯
る
た
か
た
ろ
う
の
群
れ

徳
　
　

成
寿

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

薩
摩
な
る
学
び
舎
に
友
ら
爆
死
し
て

声
を
か
ぎ
り
に
呼
び
し
日
も
あ
り

嶺
倉
　

祝
子

下
蔭
に
香
り
の
こ
も
る
サ
ネ
ン
花

う
つ
む
い
て
咲
く
花
の
沈
黙

林
　
　

蓮
香 

ホ
ト
ト
ギ
ス
何
を
求
め
て
空
渡
る

吾
の
こ
さ
れ
し
命
生
き
ゆ
く

有
村
　

道
子

初
鳴
き
の
鶯
の
声
聞
き
な
が
ら

厨く
り
やで

ひ
と
り
青
葱ね

ぎ

き
ざ
む

 

平
尾
　

チ
ヨ

れ
ん
げ
田
や
緑
の
水
田
稲
穂
波

す
べ
て
は
消
え
て
キ
ビ
畠
続
く

弥
島
　

幸
子

〈
萌
　

葉
　

会
〉

あ
り
が
と
う
の
文ふ

み
添
ふ
愛
く
る
父
の
日
に

目
が
し
ら
潤
む
夫つ

ま

と
わ
れ
ゐ
る

豊
島
　
　

瞳

日
本
地
図
五
十
の
手
習
孫
の
た
め

男
孫
４
才
笑え

み

つ
な
ぎ
た
く平

島
　

初
子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

武　
　

滉こ
う
が翔

新
田　

美み
づ
き月

西
岡　

大や
ま
と和

元
山　

芙ふ

ゆ悠

笹
原　

優ま

ゆ結
光

明

稔

仁

常

和

和

嗣

和

隆
東
京
都

中

里

上
嘉
鉄

川

嶺

赤

連

榮
山　

俊
仁
（
沖
縄
県
）

西　

島　

和　

子

朝　

崎　

哲　

朗

郡　

山　

明　

美

上　

島　

恒
一
郎

田　

中　

タ
エ
子

豊　
　
　

晋　

治

政　

元　

和　

子

中　

田　

嘉　

一

中　

原　

和　

成

吉　

岡　
　

綾

上
嘉
鉄

赤　

連

志
戸
桶

伊　

砂

上
嘉
鉄

羽　

里

浦　

原
湾

手
久
津
久

志
戸
桶

久
山　

紗さ

き生

森
岡　

琉
り
ゅ
う
こ
う皐

忍
豊

史

湾
佐
手
久

ふ
る
さ
と
寄
付
者
（
敬
称
略
）

■
寄
付
金
（
敬
称
略
）

ブ
ル
ー
コ
ー
ラ
ル
き
か
い

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員
会

代
表　

愛
島　

盛
蔵

プ
チ

島
に
島
に
咲
く
花

咲
く
花

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク
科
ヒ
マ

ワ
リ
属
の
一
年
草
。
漢
字
名
の

と
お
り
、
花
が
若
い
う
ち
は
太
陽
を

追
っ
て
向
き
を
変
え
る
。
朝
は
東
に

夕
方
は
西
に
向
き
、
日
の
出
前
に
は

東
に
向
き
直
す
。

　

種
か
ら
油
を
取
る
が
、
ペ
ッ
ト
の
エ

サ
や
欧
米
で
は
人
間
様
の
お
や
つ
と

し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
あ
る
の
は
緑
肥

と
し
て
で
あ
る
が
、
そ
の
朗
ら
か
な
花

は
景
観
に
も
役
立
つ
。
城
久
に
て
。

　

花
こ
と
ば
は
「
あ
こ
が
れ
」「
私
の

目
は
あ
な
た
だ
け
を
見
つ
め
る
」。

ヒ
マ
ワ
リ

（
向
日
葵
、
日
輪
草
、
日
回
り
）
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〈後編〉島の海に咲く花
　先月号に続き、『島に咲く花』をお休みして『島の海に咲く花』としてウミウシの紹介をします。写真と説明文は、
ダイビングとウミウシを愛する薗田千絵さん（赤連）です。

ウミウシがいる喜界島の海 文：薗田千絵

美しい喜界に海をいつまでも
　先月は、色んなものを与えてくれる喜界島の海の素晴らしさに触れ
ました。まさに島の周りすべてがダイビングポイントです。トンビ崎
付近は流れが早く潜れませんが、ほとんどのポイントをめぐっていま
す。ウミウシを撮影するときは、水深５～20ｍ近辺で潜水時間は40
～ 60分程度です。
　ある知人から聞いた話しですが、荒木の港にカメがプカプカ浮い

ていたそうです。そのカメは、
なんとビニール袋を間違って
飲み込んでしまい、お尻から
ビニール袋がでている状態
だったそうです。その知人がビニールをとってあげて、カメは難を逃れた
ようです。
　私もビニールやゴミを見かけたら持って帰ります。そのカメが訴えたいこ
とは、わかりますね。
　喜界島の海に魅せられた者のひとりとして、いつまでもこの美しさが失
われないことを願っています。
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